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ⅠⅠ．東京大学における第２次緊急整備計画５か年計画の達成状況．東京大学における第２次緊急整備計画５か年計画の達成状況

１．整備実績及び成果（整備実績）１．整備実績及び成果（整備実績）

引続き整備が必
要な面積

 150,010㎡

整備済み面積
111,700㎡

第２次緊急整備５か年計画の整備実績第２次緊急整備５か年計画の整備実績
【【老朽再生整備老朽再生整備】】
・本学の施設約１５０万㎡の内、老朽施設の約２６万㎡について改修が必要である。・本学の施設約１５０万㎡の内、老朽施設の約２６万㎡について改修が必要である。
・約１１万㎡について耐震、老朽改修が行われ、安心・安全な教育・研究施設が確保された。・約１１万㎡について耐震、老朽改修が行われ、安心・安全な教育・研究施設が確保された。

【【狭隘解消整備狭隘解消整備】】
・狭隘解消のために、約１２万㎡の新営整備が必要である。・狭隘解消のために、約１２万㎡の新営整備が必要である。
・約３万㎡の整備が行われ、新たなニーズに対応した教育・研究が行われている。・約３万㎡の整備が行われ、新たなニーズに対応した教育・研究が行われている。

老朽再生整備老朽再生整備 狭隘解消整備狭隘解消整備

狭隘解消のために必要な施設狭隘解消のために必要な施設
約１４万㎡約１４万㎡

老朽再生整備が必要な施設老朽再生整備が必要な施設
約２６万㎡約２６万㎡

第２次緊急整備５か年計画中の当初計画は、東京大学の今後５か年の施設整備方針（案）による。第２次緊急整備５か年計画中の当初計画は、東京大学の今後５か年の施設整備方針（案）による。

引続き整備が必
要な面積
 88,970㎡

整備済み面積
30,800㎡



2

ⅠⅠ．東京大学における第２次緊急整備計画５か年計画の達成状況．東京大学における第２次緊急整備計画５か年計画の達成状況

１．整備実績及び成果（施設整備による成果）１．整備実績及び成果（施設整備による成果）

大変満足, 17.3% 満足, 70.4% 不満足, 10.7%

大変不満足, 1.5%

新領域環境系研究棟利用者満足度調査（2007年度）

第２次緊急整備５か年計画の成果第２次緊急整備５か年計画の成果

• 満足度が非常に高い教育研究スペースが確保
され、新たな学問領域が展開されてる。

(H18 環境系研究棟ほか)

• 福利厚生施設（食堂、学生用実習室等）が整備
され、課外活動等に利用されている。

(H18 コミュニケーションプラザほか)
• 改修により若手研究者、大型プロジェクトのス

ペースが確保され、新たな展開が図られている。
(H17補 医科学研究所２号館ほか)

• また，改修工事の実施に際しては、建物面積の
20％を全学共同利用スペースにあてることで、

学内の多様ニーズに対応している。

(H18補 駒場Ⅱ５６号館ほか)
• 改修により身障者用ＥＶ、スロープの設置等バ

リアフリー化が図られ、身障者にやさしい施設
が確保された。

(H18 工学部12号館ほか）

•• 耐震性能の確保により、安心・安全な教育耐震性能の確保により、安心・安全な教育
研究スペースの確保され、災害に強いキャ研究スペースの確保され、災害に強いキャ
ンパス整備が推進された。ンパス整備が推進された。

((H18H18補補 東洋文化研究所ほか東洋文化研究所ほか))
•• 省エネ改修を実施し、低環境負荷・低炭素省エネ改修を実施し、低環境負荷・低炭素

の施設が確保され、サスティナブルキャンの施設が確保され、サスティナブルキャン
パスの構築が進められた。パスの構築が進められた。

(H18(H18補補 医学部３号館ほか医学部３号館ほか))
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２．システム改革の実績及び成果（２．システム改革の実績及び成果（施設等の有効活用への取り組み）施設等の有効活用への取り組み）

ⅠⅠ．東京大学における第２次緊急整備計画５か年計画の達成状況．東京大学における第２次緊急整備計画５か年計画の達成状況

全学的な共同利用スペースの確保状況
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・全学的な共同利用スペース確保面積は・全学的な共同利用スペース確保面積は１２，４０２㎡１２，４０２㎡（Ｈ２１．１．３０現在）（Ｈ２１．１．３０現在）

（サスティナビリティ学連携研究機構，政策ビジョン研究センター，統括プロジェクト機構ジェロントロジー等）（サスティナビリティ学連携研究機構，政策ビジョン研究センター，統括プロジェクト機構ジェロントロジー等）

・この全学的な共同利用スペースでは活発な教育研究活動を展開している・この全学的な共同利用スペースでは活発な教育研究活動を展開している

「東京大学における施設等の有効活用に関する原則」「東京大学における施設等の有効活用に関する原則」
「東京大学における施設等の有効活用に関する指針」「東京大学における施設等の有効活用に関する指針」

（Ｈ１６年度役員会決定）（Ｈ１６年度役員会決定）

戦略的な共同利用スペースの確保戦略的な共同利用スペースの確保
及び活用に向けて規則を整備及び活用に向けて規則を整備

4,958

7,140

9,683

12,402

14,719
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２．システム改革の実績及び成果２．システム改革の実績及び成果（（新たな整備手法による施設整備の取り組み）新たな整備手法による施設整備の取り組み）

ⅠⅠ．東京大学における第２次緊急整備計画５か年計画の達成状況．東京大学における第２次緊急整備計画５か年計画の達成状況

情報学環・福武ホール

団地 ：本郷
建物概要：寄附金
建物用途：大講義室、研究室
構造 ：鉄筋コンクリート造
階数 ：地上２階、地下２階
建築面積：1,454㎡
延床面積：4,045㎡

アントレプレナープラザ

団地 ：本郷
建物概要：定期借地権整備
建物用途：レンタルラボ
構造 ：鉄筋コンクリート造
階数 ：地上７階
建築面積：528㎡
延床面積：3,642㎡

コミュニケーション・プラザ

団地 ：駒場Ⅰ
建物概要：ＰＦＩ事業
建物用途：大学
構造 ：鉄筋コンクリート造
階数 ：地上１階、地下３階
建築面積：4,740㎡
延床面積：9,818㎡

新たな整備手法による整備はＨ１８年以降新たな整備手法による整備はＨ１８年以降 １４件１４件 ２４，１３１㎡２４，１３１㎡

アントレプレナープラザのスキーム

　 ①　投資家が東京大学から土地を貸借もしくは無償で貸借し、建物を建設する。
　②　投資家が東京大学発ベンチャーや東京大学研究室に建物を貸借する。

　③　投資家が建物の維持管理と修繕を行う。(専門業者にアウトソーシング)

東京大学エッジキャピタル

東京大学

投資家 ベンチャー企業等

建設会社

テナント募集・選定(目利き)

土地賃貸・貸与

(地代)

(+株式売却益の東京
大学への一部還元)

建物代金 建物引渡

建物賃貸

建物賃料

(一部株式・ストップオプ
ションによる賃料支払い)

④

⑤

①

①

② ③
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２．システム改革の実績及び成果２．システム改革の実績及び成果（（地域と連携した生活支援体制の構築に向けた取り組み地域と連携した生活支援体制の構築に向けた取り組み））

ⅠⅠ．東京大学における第２次緊急整備計画５か年計画の達成状況．東京大学における第２次緊急整備計画５か年計画の達成状況

柏国際学術都市構想柏国際学術都市構想
••柏キャンパスにおいて、千葉大学や地元自治体（千葉県、柏市）と連携しつつ、２１世紀型柏キャンパスにおいて、千葉大学や地元自治体（千葉県、柏市）と連携しつつ、２１世紀型
社会モデルの創造を目指し、社会の参加を得て、キャンパスと街で実験。社会モデルの創造を目指し、社会の参加を得て、キャンパスと街で実験。
••２０３０年までに、ＣＯ２を３５％削減し、大学の研究成果を活用しつつ持続性の高い環境２０３０年までに、ＣＯ２を３５％削減し、大学の研究成果を活用しつつ持続性の高い環境
共生型かつ高齢化対応都市を形成。共生型かつ高齢化対応都市を形成。

成果成果
・乗客のニーズに応じて運行する「オンデマンド・バス」の実験・乗客のニーズに応じて運行する「オンデマンド・バス」の実験
・・UDCKUDCK（（Urban Design Center kashiwaUrban Design Center kashiwa--nono--ha)ha)による日本で初めての公民学連携による街による日本で初めての公民学連携による街

づくりを推進づくりを推進

市民・企業・KACITEC等

柏国際キャンパス構想

東京大学

環境・健康・共生・生きがい創出を
キーワードとするまちづくり

千葉大学

都市基盤整備
学園都市に相応しい景観整備

外国人研究者・留学生の生活の充実

千葉県・柏市・流山市

柏国際学術都市形成への支援柏国際学術都市形成への支援

柏
国
際
学
術
都
市
推
進
委
員
会

柏
国
際
学
術
都
市
支
援
会

産業界

連携協力

地
方
公
共
団
体
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２．システム改革の実績及び成果２．システム改革の実績及び成果（（適正な施設整備執行に関する取り組み状況）適正な施設整備執行に関する取り組み状況）

ⅠⅠ．東京大学における第２次緊急整備計画５か年計画の達成状況．東京大学における第２次緊急整備計画５か年計画の達成状況

入札・契約の適正化の原則

東京大学の適正な入札・契約への取り組み

○契約・入札方式の改善
・一般競争入札の拡大実施
適用下限額を２億円から５００万円以上に拡大
【２億円以下入札５８件を実施（平成19年度）】

・総合評価落札方式の拡充
技術的工夫の余地が小さい工事でも積極的に実施
【標準型２件,簡易型９件,設計施工一括方式２件の実施】

○談合等不正行為の排除
・一般競争入札は、原則として全て電子入札を実施
指名・公募型入札については、H16年度後半より実施。

○入札・契約の透明性の確保
・入札及び契約に関する情報のホームページでの公表
随意契約においても実施内容及び随意契約とした事由
をホームページにて公表（契約総額の約3%で少額随契が大半)
【H14年4月より、入札見通し・結果・契約に関する情報を公開】

①透明性の確保

②公正な入札方式の促進

③適正な施工の確保

④不正行為の排除
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２．システム改革の実績及び成果（２．システム改革の実績及び成果（コスト縮減の取り組み）コスト縮減の取り組み）

ⅠⅠ．東京大学における第２次緊急整備計画５か年計画の達成状況．東京大学における第２次緊急整備計画５か年計画の達成状況

「公共事業コスト改造改革プログラム」より、平成１５「公共事業コスト改造改革プログラム」より、平成１５
年度から平成１９年度の５年間で平成１４年度と比較し年度から平成１９年度の５年間で平成１４年度と比較し
て、１５％の総合コスト縮減率を目標て、１５％の総合コスト縮減率を目標

・価格交渉落札方式導入による縮減効果・価格交渉落札方式導入による縮減効果

価格交渉落札方式とは、入札の金額により交渉権者を選定、交渉順位を決定し、価格交渉落札方式とは、入札の金額により交渉権者を選定、交渉順位を決定し、

従来の予定価格とは別の交渉価格という本学の希望価格を持って、交渉に当たる方式従来の予定価格とは別の交渉価格という本学の希望価格を持って、交渉に当たる方式

・国のコスト縮減による総合コスト縮減への取り組み・国のコスト縮減による総合コスト縮減への取り組み

平成１８年度平成１８年度 ７６件７６件 約７億円縮減約７億円縮減
平成１９年度平成１９年度 ５４件５４件 約６億円縮減約６億円縮減

・一般競争入札の対象工事を拡大している（予定価格５００万円以上対象）・一般競争入札の対象工事を拡大している（予定価格５００万円以上対象）

総合コストとは総合コストとは

①工事のコスト①工事のコスト

②規格の見直しによるコスト②規格の見直しによるコスト
③事業の迅速化が図られることによる便益③事業の迅速化が図られることによる便益
④将来の維持管理費④将来の維持管理費

本学では１５％の総合コスト縮減率目標を大幅にクリア本学では１５％の総合コスト縮減率目標を大幅にクリア

・設計の見直し（耐震補強工法の見直し等）・設計の見直し（耐震補強工法の見直し等）
・施設の省資源・省エネルギー化（全熱交換器）等・施設の省資源・省エネルギー化（全熱交換器）等
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１．東京大学の役割（１．東京大学の役割（アクションプランアクションプラン20052005～～20082008より）より）

ⅠⅠ 教育教育

・世界最高の人材育成の場を提供・世界最高の人材育成の場を提供
・本質を捉える知、他者を感じる力、・本質を捉える知、他者を感じる力、

先先頭に立つ勇気を備えた人材の頭に立つ勇気を備えた人材の
育成育成

・地球持続性に貢献する人材の育成・地球持続性に貢献する人材の育成
・３キャンパス・３キャンパス（本郷，駒場，柏）（本郷，駒場，柏）におにお

ける情報教育の強化ける情報教育の強化
・英語教育による国際化の加速・英語教育による国際化の加速

ⅡⅡ 研究研究

・自律分散協調系による新たな知の・自律分散協調系による新たな知の
創造と活用創造と活用

・地球社会が抱える重要課題の解決・地球社会が抱える重要課題の解決
策やその選択肢の提示策やその選択肢の提示

・将来計画の継続的強化・将来計画の継続的強化
・大学院生・若手研究者の支援・大学院生・若手研究者の支援
・研究成果の社会への還元・研究成果の社会への還元

ⅢⅢ 国際的活動国際的活動

•• 海外の研究拠点の質の向上と新拠点海外の研究拠点の質の向上と新拠点
の形成支援の形成支援

•• 世界トップレベルの大学との交流によ世界トップレベルの大学との交流によ
る切磋琢磨る切磋琢磨

•• 世界の学術における名誉ある地位を世界の学術における名誉ある地位を
獲得獲得

•• 国際的に魅力ある教育研究環境の実国際的に魅力ある教育研究環境の実
現現

•• 外国人留学生・研究者のための施設外国人留学生・研究者のための施設
を集中的に整備を集中的に整備

ⅣⅣ情報発信と社会連携情報発信と社会連携
•• 「世界の知の頂点を目指す」東大の活「世界の知の頂点を目指す」東大の活

動の発信動の発信
•• ２１世紀大学モデルの構築とその発２１世紀大学モデルの構築とその発

信信
•• 「知の構造化」の発信と社会連携への「知の構造化」の発信と社会連携への

活用活用
•• 産学連携の推進産学連携の推進

ⅡⅡ．東京大学の施設を取り巻く状況と課題．東京大学の施設を取り巻く状況と課題
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２．アカデミックプラン実現のための体制２．アカデミックプラン実現のための体制

・東京大学憲章・東京大学憲章

・中期目標・中期計画・中期目標・中期計画

・アクションプラン・アクションプラン20052005～～20082008

・キャンパス計画の概要・キャンパス計画の概要

・・地区キャンパス再開発・利用計画要綱地区キャンパス再開発・利用計画要綱

・・地区キャンパス地区キャンパス 整備計画概要整備計画概要

検討体制検討体制アカデミックプランアカデミックプラン

室長：理事（副学長）又は、総長特任補佐

役 員 会

研究科長・学部長・研究所長合同会議

キャンパス計画委員会

委員長：理事又は副学長

本郷地区部会

キャンパス計画室

駒場地区部会

柏地区部会

設計者
選考ＷＧ

施設等の有効活用推進ＷＧ

本郷地区キャンパス
標識マネジメント会議

本郷地区キャンパスＷＧ

駒場地区キャンパスＷＧ

柏地区キャンパスＷＧ

本郷地区交通対策専門部会
柏地区キャンパス構内
交通基本計画策定ＷＧ

（交通対策に関する規則・計画の策定及び運営）
施設整備費

概算要求事業選定ＷＧ

柏国際キャンパス
理念と具体像に関するＷＧ

工学部新３号館改築
事業基本構想策定ＷＧ

東京大学のキャンパス関係委員会組織図東京大学のキャンパス関係委員会組織図

：常設設置

：必要に応じ設置

部会長：委員長が委嘱

部会長：委員長が委嘱

部会長：委員長が委嘱

ⅡⅡ．東京大学の施設を取り巻く状況と課題．東京大学の施設を取り巻く状況と課題
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３．新たなニーズへの対応３．新たなニーズへの対応（国際化対応のための施設整備）（国際化対応のための施設整備）

学生宿舎の整備計画の見込み

0

500

1000

1500

2000

2500

宿
舎
数

研究者宿舎の整備計画の見込み

0

100

200

300

400

500

600

宿
舎
数

柏Ⅰ期
新追分

柏Ⅱ期

向ヶ岡
柏Ⅰ期

新追分

柏Ⅱ期
渋谷

目白台

目白台

新豊島

整備率
２６％⇒３２％

整備率
７％⇒１６％

計画的な宿舎整備の更なる推進計画的な宿舎整備の更なる推進

現在 Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３以降の見込み

987 1024
1234

現在 Ｈ２１
Ｈ２２

Ｈ２３以降の見込み

87
147

213

東京大学の宿舎整備東京大学の宿舎整備

【【整備中整備中】】
・向ヶ岡ファカルティハウス・向ヶ岡ファカルティハウス
・柏インターナショナルロッジ・柏インターナショナルロッジⅠⅠ期期
・新追分国際学生宿舎（仮称）・新追分国際学生宿舎（仮称）

【【計画中計画中】】
・渋谷銀杏荘跡地整備・渋谷銀杏荘跡地整備
・柏インターナショナルロッジ・柏インターナショナルロッジⅡⅡ期期
・目白台国際村（仮称）・目白台国際村（仮称）
・新豊島国際学生宿舎（仮称）・新豊島国際学生宿舎（仮称）

【【改修整備予定改修整備予定】】
・白金台インターナショナルロッジＣ棟・白金台インターナショナルロッジＣ棟

【【今後の課題今後の課題】】
・老朽化により改修が必要・老朽化により改修が必要
・宿泊費の適正な設定（学生支援）・宿泊費の適正な設定（学生支援）

ⅡⅡ．東京大学の施設を取り巻く状況と課題．東京大学の施設を取り巻く状況と課題

現状現状：学生・研究者1,074戸
今後今後：約1,500戸を整備予定

研究者は2週間以上の
滞在者を対象に整備
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ⅡⅡ．東京大学の施設を取り巻く状況と課題．東京大学の施設を取り巻く状況と課題

３．新たなニーズへの対応３．新たなニーズへの対応（サスティナビリティキャンパスの推進－１）（サスティナビリティキャンパスの推進－１）

Ｈ２０．７Ｈ２０．７ ＴＳＣＰ室設置ＴＳＣＰ室設置
総長直轄下に設置され、全学的な総長直轄下に設置され、全学的な
取り組みを展開取り組みを展開

総総 長長

ＴＳＣＰ室ＴＳＣＰ室

直轄直轄

・東大サスティナブルキャンパスプロジェクト室（ＴＳＣＰ室）・東大サスティナブルキャンパスプロジェクト室（ＴＳＣＰ室）

・ＴＳＣＰアクションプラン・ＴＳＣＰアクションプラン

ＴＳＣＰ２０１２ＴＳＣＰ２０１２（２００８～２０１２年度）（２００８～２０１２年度）
２００６年度に比べて２０１２年度には、非実験系のＣＯ２００６年度に比べて２０１２年度には、非実験系のＣＯ22排出量を排出量を１５％削減１５％削減

ＴＳＣＰ２０３０ＴＳＣＰ２０３０((～２０３０年度）～２０３０年度）
２００６年度に比べて２０３０年度には、ＣＯ２００６年度に比べて２０３０年度には、ＣＯ22排出量を排出量を５０％削減５０％削減

共進化システムの構成共進化システムの構成
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ⅡⅡ．東京大学の施設を取り巻く状況と課題．東京大学の施設を取り巻く状況と課題

３．新たなニーズへの対応３．新たなニーズへの対応（サスティナビリティキャンパスの推進－２）（サスティナビリティキャンパスの推進－２）

照明負荷
17.6%

空調
31.8%

実験機器

36.6%

その他
14.0%

一般系

63.4%

実験系
36.6% 一般系

67.5%

実験系
32.5%

照明負荷

17.9%

空調
35.5%

実験機器
32.5%

その他
14.1%

本郷キャンパス 駒場Ⅱキャンパス

電力消費量内訳の概略推定電力消費量内訳の概略推定

◎大学全体としては、約７割が一般系◎大学全体としては、約７割が一般系 →→講じた対策は広く一般にも活用可能講じた対策は広く一般にも活用可能

◎実験系が約３割、空調３割、照明２割、その他２割◎実験系が約３割、空調３割、照明２割、その他２割

Ｈ１６～１８年度実績値を基に推計
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ⅡⅡ．東京大学の施設を取り巻く状況と課題．東京大学の施設を取り巻く状況と課題

３．新たなニーズへの対応３．新たなニーズへの対応（サスティナビリティキャンパスの推進－３）（サスティナビリティキャンパスの推進－３）

今後の計画今後の計画
①ルームエアコン、ビル用マルチエアコンの更①ルームエアコン、ビル用マルチエアコンの更

新新
②大型熱源設備の更新②大型熱源設備の更新
③短期計測に基づく設備の適正運用調整③短期計測に基づく設備の適正運用調整
④ＴＳＣＰ指針の策定④ＴＳＣＰ指針の策定

•• ＴＳＣＰ産学連携研究会の発足ＴＳＣＰ産学連携研究会の発足
•• ＴＳＣＰＴＳＣＰ20122012のマスタープラン計画を精査しのマスタープラン計画を精査し

つつ対策実施つつ対策実施
•• 追加対策については、費用対効果を勘案し追加対策については、費用対効果を勘案し

て決定て決定
•• また、国の補助金制度なども最大限活用また、国の補助金制度なども最大限活用
•• 設備の適正運用については、計測を行い設備の適正運用については、計測を行い

つつ、併行して実施つつ、併行して実施

ＴＳＣＰ室の取り組みＴＳＣＰ室の取り組み

施設用照明器具の高効率化施設用照明器具の高効率化
附属病院の空調用冷凍機の高効率化附属病院の空調用冷凍機の高効率化
国内ＣＤＭへの申請国内ＣＤＭへの申請
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ⅡⅡ．東京大学の施設を取り巻く状況と課題．東京大学の施設を取り巻く状況と課題

３．新たなニーズへの対応（サスティナビリティキャンパスの推進－４）３．新たなニーズへの対応（サスティナビリティキャンパスの推進－４）

省エネ、低炭素対策に必要な初期投資の経費について省エネ、低炭素対策に必要な初期投資の経費について
省エネルギー化、低炭素化事業として、窓ガラスや屋上の断熱改修、高効率の電気設備、空調設備整備
には、初期投資の経費が必要初期投資の経費が必要である。

【工学部７号館の試算（約7,300㎡）】省エネ改修を実施することにより年間年間127.1127.1ｔの二酸化炭素削減ｔの二酸化炭素削減が見込まれる。
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ⅡⅡ．東京大学の施設を取り巻く状況と課題．東京大学の施設を取り巻く状況と課題

３．新たなニーズへの対応３．新たなニーズへの対応（福利関連施設の充実）（福利関連施設の充実）

(本郷)けやき保育園

(柏)プラザ・憩い

(本郷)学生支援センター

①① 男女共同参画を積極的に推進し、男女がと男女共同参画を積極的に推進し、男女がと
もに研究、学業、仕事を継続できる学内環もに研究、学業、仕事を継続できる学内環
境を整備する必要があった。境を整備する必要があった。
本学の各キャンパスに教職員及び学生が優本学の各キャンパスに教職員及び学生が優
先的に利用できる保育施設を整備し、教育・先的に利用できる保育施設を整備し、教育・
研究に専念できる環境が確保された。研究に専念できる環境が確保された。

（けやき保育園他３施設）（けやき保育園他３施設）【【東京大学基金東京大学基金】】

②② 学生、教職員のための福利施設が大幅に不学生、教職員のための福利施設が大幅に不
足し、緊急的に整備する必要があった。足し、緊急的に整備する必要があった。
キャンパス内に、食堂および福利厚生施設キャンパス内に、食堂および福利厚生施設
を整備し、食事の混雑緩和、健康増進に寄を整備し、食事の混雑緩和、健康増進に寄
与している。与している。

((プラザ・憩いプラザ・憩い) ) 【【建設費は学内措置，運営は建設費は学内措置，運営は
独立採算独立採算】】

③③ 学生サービスの窓口が分散しており、学生学生サービスの窓口が分散しており、学生
に大きな負担を与えている。に大きな負担を与えている。
キャンパスの中心に、窓口を集中させ、学生キャンパスの中心に、窓口を集中させ、学生
サービスの強化、学生支援ネットワーク構想サービスの強化、学生支援ネットワーク構想
を推進する。を推進する。

（学生支援センター）（学生支援センター）【【東京大学基金東京大学基金】】
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ⅡⅡ．東京大学の施設を取り巻く状況と課題．東京大学の施設を取り巻く状況と課題

３．新たなニーズへの対応（３．新たなニーズへの対応（新たな補助整備基準面積の必要性）新たな補助整備基準面積の必要性）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

H17 H18 H19 H20

年度

人

特任教員 外国人研究員等

学術研究支援員等 受託研究員

国内研究員 研修員

日本学術振興会特別研究員

1,957人

2,270人

2,556人

3,151人

凡例

・新たな補助整備基準面積の必要性・新たな補助整備基準面積の必要性

外部の研究員等で狭隘な状況外部の研究員等で狭隘な状況外部の研究員等の受け入れ状況外部の研究員等の受け入れ状況

教育研究が活性化教育研究が活性化 →→ 研究員等が集まってくる研究員等が集まってくる →→ しかし、スペースが不足しかし、スペースが不足
→→ 優秀な研究員の受け入れができない優秀な研究員の受け入れができない →→ 新たな面積基準が必要新たな面積基準が必要

年々増加の傾向

外部の研究員等につい
ては，補助整備面積に
算定されていない

医学系研究科

理学系研究科
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ⅡⅡ．東京大学の施設を取り巻く状況と課題．東京大学の施設を取り巻く状況と課題

４．老朽化した施設への対応（施設の改善・安全性の確保）４．老朽化した施設への対応（施設の改善・安全性の確保）

10%

7%

4%

15%

7%

57%

 未改修  耐震改修のみ

 機能改修のみ
（外部＋内部） 

 耐震＋機能改修
（耐震＋内部＋外部）

 S56年以前の小規模建物
（耐震改修を予定しない）

 建設後３０年未満 

7%

26%

10%

2%

55%

Is≦0.4 0.4＜Is＜0.7

耐震性有り
耐震改修済み

S56年以前の小規模建物
(耐震改修を予定しない)

S57年以降の建物

・施設の改善・施設の改善 ・安全性の確保安全性の確保

東京大学の改修状況東京大学の改修状況 東京大学の耐震化状況東京大学の耐震化状況

未改修建物は，未改修建物は，23.23.33万㎡万㎡
改修に要する費用は，改修に要する費用は，350350億円（億円（1515万円／㎡）万円／㎡）

耐震性の劣る建物は，耐震性の劣る建物は，18.018.0万㎡万㎡
補強に要する費用は，補強に要する費用は，7272億円億円（（44万円／㎡）万円／㎡）

※ 全体面積には、職員宿舎（ 4.7万㎡ ）を含まない。

14.9万㎡

6.1万㎡

10.1万㎡

23.3万㎡

87.2万㎡

全体面積
152.2万㎡

凡例

2.9万㎡

14.8万㎡

39.1万㎡

84.8万㎡ 全体面積
152.2万㎡

凡例

10.6万㎡ 10.6万㎡
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ⅡⅡ．東京大学の施設を取り巻く状況と課題．東京大学の施設を取り巻く状況と課題

４．老朽化した施設への対応（長期修繕及び適正な維持管理の推進）４．老朽化した施設への対応（長期修繕及び適正な維持管理の推進）
・長期修繕及び適正な維持管理の推進・長期修繕及び適正な維持管理の推進

１．教育研究活動の基盤である施設を長期にわたり良好，且つ安全な状態で維持し，施設の長寿命化を図る。

２．限られた予算（運営費交付金）のなかで効果的，効率的な施設の質の向上図る。

３．施設を全学的視点で捉え中長期的視点に立ち計画的な修繕の推進を図る。

目目 的的

長期修繕及び適正な維持管理のためには，毎年毎年 1010億円億円 程度が必要

主要５キャンパスの対象建物は，50棟 32.2万㎡整備後整備後3030年以上経過した建物の修繕の考え方年以上経過した建物の修繕の考え方

１．対象建物：主要５キャンパスの500㎡以上の建物

２．優先度：修繕優先度は，重要度，長期計画上の評価，緊急度の総合評価による

３．修繕順位：修繕順位は，優先度が高く，外部改修の緊急度が高い建物を優先し，内部修繕も含めて行う

修繕効果修繕効果

１．機能回復：建物の機能上の根幹となる部分の修繕の実施
外部関連（屋上防水，外壁，外部建具等）

２．安全の確保：関係法令に則した修繕の実施

３．省エネ：省エネルギー機器やシステムの導入を図り，サスティナビリティーに配慮した修繕の実施
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ⅡⅡ．東京大学の施設を取り巻く状況と課題．東京大学の施設を取り巻く状況と課題

５．財源確保への対応（計画的な整備に必要な経費）５．財源確保への対応（計画的な整備に必要な経費）

注）築後25年目をむかえた建物の改修(15万円/㎡)、築後50年目をむかえた建物の改築(30万円/㎡)として試算してもの。

建物の老朽改善面積および所要額の推移と予測建物の老朽改善面積および所要額の推移と予測

単純試算では、約単純試算では、約152152万㎡の整備に万㎡の整備に150150億円億円//年が必要年が必要
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経年25年（要改修面積） 経年50年（要改築面積）

改修金額 改築金額

283千㎡
850億円

改築:平均50億円

改修:平均50億円

計画的な整備に必要な経費計画的な整備に必要な経費

•• 本学は約１５２万㎡の施設を保有している。（参考：六本木ヒルズ約７６万㎡）本学は約１５２万㎡の施設を保有している。（参考：六本木ヒルズ約７６万㎡）

•• 現在、築後５０年を越える建物を約２８万㎡保有しており、現在、築後５０年を越える建物を約２８万㎡保有しており、改築整備に８５０億円改築整備に８５０億円が必要である。が必要である。

•• 今後今後２５年間の平均２５年間の平均で改修で改修((3.23.2万㎡万㎡))、改築、改築(1.6(1.6万㎡万㎡))の施設整備需要が生じ、それぞれ約５０億円の施設整備需要が生じ、それぞれ約５０億円//年、年、
計１００億円計１００億円//年年が必要となる。が必要となる。

•• この他、この他、インフラ等の基幹設備の更新，改修等のための経費も必要インフラ等の基幹設備の更新，改修等のための経費も必要である。である。
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６．法人化後，施設整備における取組，制度等の比較６．法人化後，施設整備における取組，制度等の比較

恩恵恩恵
•• 中期目標・中期計画により施設整中期目標・中期計画により施設整

備計画の目標・計画が明確化され備計画の目標・計画が明確化され
た（た（施設設備の整備・活用等に関施設設備の整備・活用等に関
する目標する目標等）等）

•• 自己裁量の範囲が大幅に拡大さ自己裁量の範囲が大幅に拡大さ
れた（大学独自の工事を実施）れた（大学独自の工事を実施）

予算面での自由度が大きくなり，寄附による

施設整備が進んだ

→ （情報学環福武ホール等）

競争的資金，外部資金獲得の意識が拡大さ
れ，間接経費による整備を実施している

→ （数物連携宇宙研究機構）

長期借入金による施設整備対象範囲が拡
大し，施設整備財源の選択肢が広がった

（寄宿舎，外国人研究者宿泊施設，職員宿
舎，動物病院，産学連携施設等）

•• トップダウンによる意思決定が迅トップダウンによる意思決定が迅
速化され，施設マネジメント（コスト，速化され，施設マネジメント（コスト，
資産の有効活用等）が進んだ資産の有効活用等）が進んだ

課題課題
•• 国立大学法人として独自の規定や国立大学法人として独自の規定や

各種法令の適用等について，情報各種法令の適用等について，情報
収集及び規定等の策定のための専収集及び規定等の策定のための専
門的知識を有するスタッフの養成が門的知識を有するスタッフの養成が
求められる求められる

•• 施設整備財源の多様化によりス施設整備財源の多様化によりス
キーム作りに時間と労力がかかる。キーム作りに時間と労力がかかる。
また，統制が必要また，統制が必要

•• 公共工事適正化法等により入札・公共工事適正化法等により入札・
契約業務が複雑化。また，エネル契約業務が複雑化。また，エネル
ギー使用に関する届出等，新たなギー使用に関する届出等，新たな
業務が付加され多忙業務が付加され多忙

•• 施設整備補助金による整備につい施設整備補助金による整備につい
て，目標達成を主としつつも，手続て，目標達成を主としつつも，手続
きが煩雑で柔軟性に欠けるきが煩雑で柔軟性に欠ける

ⅡⅡ．東京大学の施設を取り巻く状況と課題．東京大学の施設を取り巻く状況と課題
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７．次期５か年計画に対する期待７．次期５か年計画に対する期待

•• 国立大学は，国民，社会から国立大学は，国民，社会から
付託された貴重な資源を最も付託された貴重な資源を最も
有効に活用し、たえず自己革有効に活用し、たえず自己革
新を行って、世界的水準の教新を行って、世界的水準の教
育・研究を実現していく使命を育・研究を実現していく使命を
担っている。担っている。

•• キャンパスや歴史ある建物等キャンパスや歴史ある建物等
は国民の宝。は国民の宝。

•• これらの施設を安全・安心でこれらの施設を安全・安心で
良好な状態に維持していくこと良好な状態に維持していくこと
が，国立大学に課せられた使が，国立大学に課せられた使
命。命。

•• 「歴史的環境の継承」「歴史的環境の継承」とと「魅力「魅力
あるキャンパスの創造」あるキャンパスの創造」により，により，
世界レベルの学生・教職員の世界レベルの学生・教職員の
集積集積と，と，地域の活性化につな地域の活性化につな
がる。がる。

ⅡⅡ．東京大学の施設を取り巻く状況と課題．東京大学の施設を取り巻く状況と課題
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８．使命を果たすための施設整備上の課題８．使命を果たすための施設整備上の課題

①① 施設整備に係る財源の改善施設整備に係る財源の改善

国立大学法人の施設は国立大学法人の施設は2,5002,500万㎡を保有。万㎡を保有。
改築，改修には改築，改修には11年あたり年あたり2,2502,250億円必要。億円必要。

安全性の確保や低炭素化社会の構築のた安全性の確保や低炭素化社会の構築のた
めの観点から，老朽化した基幹設備の計画めの観点から，老朽化した基幹設備の計画
的な更新が必要。的な更新が必要。

「国立大学法人の施設整備は国が措置する」「国立大学法人の施設整備は国が措置する」
原則を堅持し，必要な経費を確保する等の原則を堅持し，必要な経費を確保する等の
改善を強く希望。改善を強く希望。

②② 多様な活動を展開する多様な人材の活動ス多様な活動を展開する多様な人材の活動ス
ペースの確保・充実ペースの確保・充実

定員外研究者のスペース，世界トップレベル定員外研究者のスペース，世界トップレベル
の研究者の研究・滞在のためのスペースのの研究者の研究・滞在のためのスペースの
確保が必要確保が必要

③③ 優秀な学生や研究者を惹きつける国際水準優秀な学生や研究者を惹きつける国際水準
の施設環境の確保の施設環境の確保

海外の優秀な研究者等が国立大学に来たく海外の優秀な研究者等が国立大学に来たく
なるような国際的に魅力あるキャンパスのたなるような国際的に魅力あるキャンパスのた
めの整備が必要（整備が行き届いたキャンめの整備が必要（整備が行き届いたキャン
パス，宿舎，福利厚生施設，理想の教育棟，パス，宿舎，福利厚生施設，理想の教育棟，
インターナショナルスクール等）インターナショナルスクール等）

④④低炭素化社会の向けた確実な取組の推進低炭素化社会の向けた確実な取組の推進

知の象徴である大学が先頭に立って社会を知の象徴である大学が先頭に立って社会を
牽引する取組が必要牽引する取組が必要

エコキャンパス推進については先行投資が必エコキャンパス推進については先行投資が必
要要

⑤⑤政策的課題・社会的要請への対応政策的課題・社会的要請への対応

留学生留学生3030万人計画への留学生宿舎等の確万人計画への留学生宿舎等の確
保が必要保が必要

医師不足対策への対応として，医学部定員医師不足対策への対応として，医学部定員
の増員による実習室等の整備が必要の増員による実習室等の整備が必要

ⅡⅡ．東京大学の施設を取り巻く状況と課題．東京大学の施設を取り巻く状況と課題
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